
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位置  福岡県久留米市田主丸町石垣 

古墳公園の概要 

●整備前 ●整備後 

地域の雨水対策と古墳公園整備との一体化にチャレンジ ～国史跡田主丸大塚古墳整備～ 

敷地の概要 

■田主丸大塚古墳 

・北部九州で最大規模の前方後円墳 

・平成 14 年 9 月国指定史跡 

・前方部及び後円部の一部が削平 

  ・周溝は片側のみで、地下に埋蔵 

 

■史跡地 

・整備対象面積 1.25ha 

・傾斜地に所在(敷地傾斜勾配 14%) 

・前方部が開墾されひな壇状の畑地 

・果樹園や畑等に利活用、中央に農道 

  ・過去に後円部墳丘上に家屋が存在 

 

●耳納山地の北麓
扇状地に位置 

 
●眼下に筑後平野

部を一望 
 
●周辺には文化財

や果樹園が分布 

後円部 前方部 

●整備前 

●古墳再現による史跡価値の創出 ●排水システム改善による雨水負荷の軽減 ●公園整備による地域活動拠点の創出 

   

○前方部は、調査された葺石位置で平面形を再現 

○後円部は、改変された場所を覆土で保護 

○周溝部は、埋蔵位置の上部に自然石敷石で再現 

○前方部の東側と西側の２方向に分散し、排水 

○雨水を周溝や窪みをつけた緑地に一時貯留 

○浸透桝、浸透トレンチで緩やかに流下 

○雨水一時貯留地を平坦なくつろぎ広場に活用 

○身障者等に配慮したバリアフリー空間の創出 

○シークエンスを楽しめる多様な視点場の設定 

園路の蛇行 
くつろぎ広場 

 くつろぎ広場 

 

くつろぎ広場 

 

 

後円部 前方部 

計画地盤 

現況地盤 

○開墾により前方後円墳の外形が改変され、周溝などの遺構が埋蔵 

〇扇状地に位置し、周辺からの雨水集中による排水被害が懸念 

○急傾斜地で平坦面が少なく、来訪者が集いくつろげる場が限定 

○前方後円墳を再現し、周辺の古墳と一体となった歴史的環境の整備 

○周辺からの雨水集中による雨水被害を軽減するための雨水対策 

○公園として自然とのふれあい、くつろぎを得られる緑地空間の創出 

前方部 
後円部 

くつろぎ広場 

後円部 
前方部 

周溝 

前方部 周溝 

くつろぎ広場 

 

遺構展示施設 

バリアフリー空間） 

再現された前方後円墳と古墳公園全景 

 

再現された前方後円墳、周溝、くつろぎ広場（雨水一時貯留池）が連なる古墳公園 

 

古墳公園からの眺望景観（手前に前方後円墳、奥に広がる筑後平野と山並み） 

整備前の状況 A ひな壇状の敷地と農道 

B 改変された古墳全景 

後円部 

前方部 

B→ 

A 

↓ 
 

ひな壇状の畑地 

農道 

緩斜面の草地 周溝の再現 

ひな壇状の畑地 園路とくつろぎ広場 

荒地 バリアフリー空間 

福岡県久留米市 

周溝 

前方部全景、遺構展示室(土層断面表示) 

雨水一時貯留池 

周溝排水と余水吐 

排水平面イメージ図 
前方部の葺石 

断面イメージ図 

平面イメージ図 

くつろぎ広場 バリアフリー空間 視点場 

古墳再現断面イメージ図 

整備前の現況図 整備計画図 

確認調査により遺構が存在しないと 

考えられる範囲 

後円部 

前方部 

周溝部 

後円部 

前方部 

周溝 

バリアフリー空間 

くつろぎ広場 

周溝 

排水断面イメージ図 

整備の概要 

ひな壇状のくつろぎ広場 バリアフリー空間 

造成ライン 

地形イメージ図 

■整備の方針 

ＣＬＡ賞 優秀賞（設計部門） 


